





と略す）を年に 2 回実施している。飛騨高山 AL プログラムは、都市部に居住する本学学生が
飛騨高山に赴き、地域の方々とともに地域の課題解決に努め、学生目線での地域活性化に向け
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表 1．飛騨高山 AL プログラム（春）の概要
概　要
日程 6 月 30 日～ 7 月 2 日（2 泊 3 日）
場所 高山市
参加大学 多摩大学（東京都）、帝塚山大学（奈良県）、埼玉学園大学（埼玉県）
参加者数 三大学：計 44 名（学部生 32 名、社会人大学院生 4 名、教職員 8 名）






日程 10 月 20 日～ 10 月 22 日（2 泊 3 日）
場所 高山市久々野町
参加大学 多摩大学（東京都）
参加者数 計 19 名：学部生 12 名、社会人大学院生 3 名、教職員 4 名
内容 1 日目：商品開発プレゼンテーション


















































SDGs の 17 の全ての目標に取り組む必要性はなく、既に行っている取り組みを改めて見直し
たうえで、どのように発展・深化させていくかが課題であること、第二に、一つ一つの企業の
取り組みも重要であるが、企業を取り巻く地域の多様なステークホルダーが関わりあい、互い
に連携を強化することで、持続可能な地域づくりが可能となることである。
　一方、秋のプログラムでは、SDGs を実際に体感することで、企業での取り組みをより深く
理解し、また自分達の日々の生活のなかでも SDGs を意識することが重要であることを改めて
感じる機会となった。また、地元中学生との交流や民泊など「人的交流」を通じて、学生は地
域の人々の温かさを知る機会となったことが窺える。学生の振り返りでは、久々野町の一人一
人が、地域に愛着を持つとともに誇りに思っていることを改めて感じたという意見が多く見ら
れた。久々野町の最も大きな魅力はそこに住む「人」であり、それら人々のつながり、そして
自然や文化などを含めた久々野町の魅力をどのように伝えていけばよいのか、学生一人一人が
自分たちなりにできることを考える機会にもなったのではないかと思われる。
